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平
成
26
年
度

慰
霊
祭
・
総
会
・
直
会
の
ご
案
内

会 

長
　
黒
川
　
誠

　

会
員
、
会
友
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
の
慰
霊
祭
・
総
会
・
直
会
を
次
の
通

り
開
催
致
し
ま
す
。皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
を
見
ら
れ
る
よ
う

に
体
調
を
維
持
し
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
慰
霊
祭

日　

時　

平
成
26
年
４
月
５
日
（
土
）

受　

付　

靖
国
神
社
・
参
集
殿
前
テ
ン
ト
内
・

午
前
９
時
よ
り
開
始
致
し
ま
す
。

必
ず
受
付
に
て
出
席
者
名
簿
と
ご
照

合
の
上
、
参
集
殿
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

当
日
ご
参
加
の
皆
様
は
参
加
票
に
ご

記
入
戴
き
、領
収
書（
一
名
・
５
０
０

円
）
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

慰
霊
祭　

午
前
10
時
（
ご
本
殿
）

■
定
期
総
会
　

　

慰
霊
祭
終
了
後
、「
靖
国
会
館
」
前
に
て
記

念
撮
影
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、同
館
２
階「
田

安
の
間
」
に
て
正
午
よ
り
開
催
致
し
ま
す
。

■
直
会
（
な
お
ら
い
）

　

定
期
総
会
終
了
後
、
そ
の
場
所
が
会
場
と
な

り
ま
す
。
閉
会
は
午
後
３
時
頃
を
予
定
。

●
お
願
い

◇
同
封
の
出
欠
は
が
き
に
は
、
欠
席
の
方
も
各

項
目
に
ご
記
入
の
上
、
２
月
末
日
ま
で
本
部
に

届
く
よ
う
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

◇
本
会
へ
の
年
会
費（
３
０
０
０
円
）、寄
付
金
、

直
会
費
（
一
名
４
５
０
０
円
）、
玉
串
料
（
一

名
５
０
０
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に

て
２
月
末
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
宿
泊
の
方
へ

◇
九
段
会
館
は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
の

ホ
テ
ル
は
靖
国
神
社
に
も
近
く
、
ご
推
薦
致
し

ま
す
。
ご
自
身
で
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

「
ホ
テ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
」

住
所
〒
１
０
１
─
０
０
６
５

東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
２
の
４
の
４

☎
０
３
─
３
２
２
２
─
８
８
８
０

「
総
合
予
約
セ
ン
タ
ー
」

０
３
─
５
３
３
９
─
１
２
０
０

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
」

http: //w
w

w
.hvf.jp.

　

本
会
の
永
代
神
楽
祭
は
、
例
年
通
り
７
月
15

日
、
靖
国
神
社
「
み
た
ま
ま
つ
り
第
二
日
祭
」

と
同
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真（
次
ペ
ー
ジ
）

の
よ
う
に
毎
年
お
馴
染
み
の
方
々
の
出
席
を
戴

き
ま
し
た
。
参
集
殿
で
は
坂
明
夫
祭
務
部
長
さ

ん
の
ご
紹
介
で
徳
川
康
久
神
宮
司
に
ご
挨
拶
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
星
野
綾
子
さ
ん（
東
京
都
）の「
み

た
ま
祭
献
詠
入
選
句
」が
展
示
さ
れ
ま
し
た（
写

真
12
ペ
ー
ジ
）。

平
成
25
年
度
・
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺
族
会

永
代
神
楽
祭（
命
日
祭
）斎
行
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■
星
野
綾
子
さ
ん
の
「
秋
季
」
入
選
句

　

米
櫃
に
好
き
な
銘
柄
八
月
来

　

８
月
15
日
、
連
日
の
厳
し
い
残
暑
の
中
、
今

年
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
で
追

悼
式
が
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
の
正
面
祭
壇
に
は
菊
花
に
飾
ら
れ
た
中
央
に

は
、
墨
痕
鮮
や
か
に
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

と
書
か
れ
た
追
悼
柱
が
、
祭
壇
の
要
と
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
陛
下
の
お
言
葉
、ご
退
場
の
後
、

政
府
高
官
、
各
党
代
表
、
外
国
大
使
公
使
の
献

花
が
あ
り
、
各
都
道
府
県
よ
り
代
表
者
の
献
花

と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
東
京
都
の
代
表
で
私
も
献
花
致
し
ま

し
た
。
選
ば
れ
た
遺
族
は
殆
ど
が
高
齢
者
ば
か

り
で
す
。
祭
壇
に
向
か
う
に
は
勾
配
の
あ
る
と

こ
ろ
を
歩
い
て
昇
る
の
で
す
が
、
下
り
は
と
て

も
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
は
私
達
遺
族
に
は
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
が
、戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
最
愛
の
父
、兄
、

弟
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
ま

す
。
平
和
に
対
す
る
努
力
と
信
念
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

東
京
都
戦
没
者
追
悼
式

　

終
戦
か
ら
68
年
を
迎
え
た
８
月
15
日
、
都
戦

没
者
追
悼
式
が
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
あ

り
、
昨
年
よ
り
約
80
人
少
な
い
約
６
１
０
人
の

遺
族
ら
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

猪
瀬
直
樹
都
知
事
は
、「
当
た
り
前
の
よ
う
に

享
受
し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
は
、
多
く
の
方
の

犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
事
実
を
決
し
て
忘

れ
て
は
は
な
ら
な
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
し
て

黒
川
誠

「永代神楽祭」出席者（参集殿）

徳川康久神宮司（左）と名刺交換をする黒川会長
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井
上
賀
雄
（
東
京
都
）

　

昨
年
６
月
、
当
遺
族
会
の
篤
志
会
員
で
あ
っ

た
山
村
要
さ
ん
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。
94
歳

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
年
）
２
月
６
日
、
私

た
ち
の
父
、
兄
弟
、
親
族
た
ち
が
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
に
お
け
る
戦
闘
で
玉
砕
し
た
の
は
今
か
ら

70
年
前
。
当
時
、
山
村
要
さ
ん
は
24
歳
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
多
分
山
村
さ
ん
は
日
本
の
南
洋

統
治
時
代
、
日
米
戦
争
、
米
軍
軍
事
施
設
、
そ

し
て
戦
後
の
日
本
の
様
子
な
ど
を
目
の
当
り
に

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　

終
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
上
京
し
た
私
は
、
毎

年
父
の
命
日
に
は
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）「
ク

ェ
ゼ
リ
ン
島
戦
没
者
遺
族
会
」（
今
の
マ
ー
シ

ャ
ル
方
面
遺
族
会
）
が
有
る
こ
と
を
知
り
直
ぐ

入
会
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
首
都
マ
ジ
ュ
ロ
に
居

住
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
山
村
さ
ん
に
は
、

当
遺
族
会
に
何
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
遺
族
の
熱
意
が
通
じ
て

今
日
の
よ
う
な
立
派
な
「
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺

族
会
」
が
存
続
し
て
い
る
の
で
す
。

　

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）
４
月
、
当
遺
族

会
の
浮
田
常
任
幹
事
（
後
・
会
長
）
と
、
佐
竹

幹
事
（
後
・
常
任
幹
事
）
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
の
事
情
調
査
、
収
骨
、
慰
霊
の
た
め
、
船
で

横
浜
を
出
航
―
大
任
を
果
た
さ
れ
、
10
月
に
帰

国
さ
れ
ま
し
た
。
遠
い
日
本
か
ら
様
子
が
全
く

分
か
ら
な
い
南
洋
の
珊
瑚
環
礁
の
島
々
に
出
向

い
た
浮
田
さ
ん
た
ち
二
人
・
・
・
そ
の
後
、
当

遺
族
会
は
「
現
地
慰
霊
碑
」
を
元
日
本
軍
の
司

令
部
が
あ
っ
た
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
に
、
米
軍
及

び
関
係
方
面
の
了
解
を
得
て
、建
立
し
ま
し
た
。

当
時
48
歳
だ
っ
た
山
村
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ
と

お
世
話
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
地
慰
霊
碑
設
置
の
お
陰
で
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
年
）
８
月
、
長
年
の
念
願
だ
っ
た
現

地
慰
霊
参
拝
が
実
現
し
た
の
で
す
。
た
だ
し
肝

心
の
慰
霊
碑
を
設
置
し
た
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
上
陸

は
米
軍
の
重
要
軍
事
施
設
が
あ
る
た
め
許
可
さ

れ
な
い
と
の
こ
と（
し
か
し
実
際
は
、帰
途
飛
行

機
給
油
の
短
時
間
に
限
っ
て
、
米
軍
の
厚
意
で

遺
族
の
現
地
慰
霊
碑
参
拝
が
認
可
さ
れ
ま
し

た
）。

　

渡
航
手
続
な
ど
は
日
本
交
通
公
社
（
今
の
Ｊ

Ｔ
Ｂ
）
に
依
頼
し
ま
し
た
が
、
さ
す
が
の
交
通

公
社
も
現
地
が
不
案
内
（
当
時
は
日
本
政
府
と

し
て
も
未
だ
現
地
と
の
国
交
が
な
い
状
況
）、

ま
た
ホ
テ
ル
の
様
子
も
は
っ
き
り
せ
ず
私
た
ち

は
場
合
に
よ
っ
て
は
野
宿
も
辞
せ
ず
の
思
い

で
、羽
田
か
ら
ハ
ワ
イ
経
由
で
出
発
し
ま
し
た
。

や
は
り
マ
ジ
ュ
ロ
の
ホ
テ
ル
は
部
屋
数
が
足
り

ず
、
屋
根
裏
部
屋
に
宿
泊
し
た
人
も
い
た
よ
う

で
す
。

　

マ
ジ
ュ
ロ
島
で
は
、
山
村
ご
夫
妻
の
尽
力
も

あ
り
予
告
無
し
に
我
々
慰
霊
団
一
行
全
員
を
晩

餐
会
に
招
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。
急
遽
我
々
遺

族
は
返
礼
と
し
て
翌
日
、
各
自
持
参
し
た
も
の

を
出
し
合
い
日
本
か
ら
の
お
土
産
と
し
て
、
島

山村要さんとマーシャル方面遺族会

●追悼●

山村要さん（中央）と黒川誠会長（左）、佐竹エスさん（右・故人）

平成 12 年 10 月 16 日マジュロ空港にて、同行の髙林芳夫さん撮影
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民
の
皆
さ
ま
を
親
善
パ
ー
テ
ィ
に
招
待
し
ま
し

た
。
双
方
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
私
は
日
本
語
が
と
て
も
上
手
な
山

村
要
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
、
い
ろ
い
ろ
話

を
し
ま
し
た
。
山
村
さ
ん
は
「
日
本
の
南
洋
群

島
統
治
時
代
に
教
え
て
も
ら
っ
た『
教
育
勅
語
』

を
我
々
は
憶
え
て
い
ま
す
。『
・
・
・
父
母
に
孝

に
、
兄
弟
に
友
に
、
夫
婦
相
和
し
、
朋
友
相
信

じ
、
恭
倹
己
を
持
し
、
博
愛
衆
に
及
ぼ
し
、
学

を
修
め
、
業
を
習
い
、
以
っ
て
知
能
を
啓
発

し
、・
・
・
』を
。こ
の
よ
う
な
人
間
が
生
き
て

い
く
上
で
大
切
な
規
範
が
日
本
に
は
あ
る
の
に
、

今
の
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
特

に
若
者
は
自
由
を
履
き
違
え
何
故
勝
手
な
こ
と

を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
共
の
日
本
出
発
直
前
、
た
ま
た
ま
起
き
た
日

本
赤
軍
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
ク
ア
ラ
・
ル
ン
プ
ー
ル

事
件
が
あ
っ
た
直
後
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

戦
後
の
乱
れ
て
い
る
状
況
を
憂
い
て
い
た
私

に
と
っ
て
驚
き
で
す
。
遠
く
離
れ
た
南
洋
の
島

に
、
戦
後
の
日
本
に
は
殆
ど
無
く
な
っ
て
い
る

曾
っ
て
の
姿
を
発
見
し
た
よ
う
な
、
未
だ
こ
こ

に
あ
っ
た
！
と
い
う
よ
う
な
嬉
し
い
気
持
に
な

り
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
住
民
の
歌
は
殆
ど
日
本
語
の

軍
歌
、
私
共
も
一
緒
に
合
唱
し
ま
し
た
が
、
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
３
番
、
４
番
、
５
番
・・・

と
続
き
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
よ
ろ
し
く
歓
迎
会
が
楽

し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
山
村
さ
ん
は

「
文
芸
春
秋
」
を
毎
月
日
本
か
ら
取
り
寄
せ
、

い
つ
も
愛
読
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
敬
意

を
払
う
と
共
に
、
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
年
）
８
月
、
マ
ジ
ュ

ロ
か
ら
山
村
ご
夫
妻
一
行
14
人
が
鹿
児
島
経
由

（
山
村
氏
の
父
は
鹿
児
島
が
ご
出
身
と
聞
い
て

い
ま
す
）
で
来
日
、
約
１
ケ
月
に
わ
た
り
知
人

訪
問
、
観
光
、
見
学
な
ど
を
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
の
幹
事
役
員
が
交
代
で
ご
案
内
し
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

日
本
遺
族
会
主
催
の
現
地
慰
霊
・
友
好
親
善

訪
問
団
に
も
私
は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
際
、
ご
多
忙
の
山
村
さ
ん
に
お
会

い
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
終
の

帰
国
出
発
日
マ
ジ
ュ
ロ
空
港
に
山
村
さ
ん
が
わ

ざ
わ
ざ
見
送
り
に
来
ら
れ
、
再
会
を
果
た
し
涙

が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
山
村
さ
ん
は
本
当
に
優
し
い
方
だ
っ
た
の

で
す
ね
。

　

山
村
要
さ
ん
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国

の
独
立
に
も
尽
力
さ
れ
、
ま
た
マ
ー
シ
ャ
ル
方

面
遺
族
会
と
の
慰
霊
、
親
善
交
流
に
も
大
変
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
公
私
共
に

要
（
か
な
め
）
と
な
っ
た
方
と
思
い
ま
す
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺
族
会
と
し
て
も
現

地
慰
霊
と
共
に
、
両
国
の
友
好
親
善
が
更
に
図

ら
れ
れ
ば
、
山
村
要
さ
ん
の
ご
恩
に
報
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

合
掌

●
ご
参
考

　

皆
様
ご
承
知
の「
当
遺
族
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
パ
ソ
コ
ン
で
ご
覧
に
な
る
と
、遺
族
会
の「
本

部
だ
よ
り
」、
そ
の
前
身
「
環
礁
」
が
関
係
資

料
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本

の
様
子
の
記
述
も
多
く
あ
り
、
大
変
貴
重
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
追
悼
文
中
の
昭
和
50
年
現
地

慰
霊
（
環
礁
・
24
号
）、
昭
和
54
年
山
村
ご
夫

妻
一
行
日
本
訪
問
（
環
礁
・
32
号
）
に
つ
い
て

の
記
事
も
出
て
い
ま
す
。

　

山
村
要
さ
ん
の
女
婿
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和
国
の
３
代
目
大
統
領
、
カ
サ
イ
・
ノ
ー
ト
氏

で
、
そ
の
娘
さ
ん
が
現
在
の
同
国
日
本
公
使
ア

ネ
ッ
ト
Ｎ
・
ノ
ー
ト
さ
ん
で
す
。
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ウ
オ
ッ
ゼ
は
、
周
囲
１
０
０
㎞
で
本
島
は
周

囲
６
㎞
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
平
和
郷
そ
の

も
の
の
楽
園
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
（
大
正
３

年
～
７
年
）
で
日
本
の
委
任
統
治
と
な
り
、
教

育
は
日
本
語
の
ほ
か
に
現
地
の
カ
タ
ロ
グ
語
で

あ
り
、
ウ
オ
ッ
ゼ
環
礁
オ
リ
メ
ル
ヂ
島
に
は
オ

リ
メ
ル
ヂ
公
学
校
が
あ
っ
た
。

　

島
民
の
中
に
は
ド
イ
ツ
系
と
ス
ペ
イ
ン
系
が

少
数
住
ん
で
い
た
し
、
第
一
次
大
戦
で
日
本
の

駆
逐
艦
に
追
わ
れ
て
横
転
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の

駆
逐
艦
が
オ
リ
メ
ル
ヂ
の
外
海
に
横
に
な
っ
て

い
た
。

　

当
時
の
オ
リ
メ
ル
ヂ
村
長
は
ト
レ
イ
ン
さ
ん

で
、
月
給
が
14
円
だ
っ
た
と
思
う
。
私
は
８
円

70
銭
だ
っ
た
。
島
で
の
産
物
は
椰
子
で
、
主
に

コ
プ
ラ
（
石
鹸
の
材
料
）、
タ
コ
の
木
（
大
き

な
実
で
焼
く
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
よ
う
で
美
味
し

か
っ
た
）、
パ
パ
イ
ア
、
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
、
モ

ン
キ
ー
バ
ナ
ナ
、
マ
ゴ
モ
ッ
ク
等
で
あ
る
。

　

動
物
は
約
30
㎝
の
青
と
黒
色
の
ト
カ
ゲ
、
サ

ソ
リ
、
椰
子
ガ
ニ
等
で
離
島
に
は
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
飛
ん
で
い
た
ニ
ワ
ト
リ
も
い
た
。
海
産
物
で

は
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
ボ
ラ
、
サ
ワ
ラ
、
タ
コ
、

ウ
ツ
ボ
そ
の
他
が
多
か
っ
た
が
、
美
し
い
色
の

名
の
知
れ
ぬ
諸
々
の
魚
も
見
ら
れ
た
。

　

イ
ワ
シ
な
ど
は
焼
い
て
も
煮
て
も
ひ
ど
い
ジ

ン
マ
シ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
美
し
い
熱

帯
魚
を
食
べ
た
看
護
兵
４
名
が
死
ん
で
い
る
。

原
住
民
は
採
っ
た
魚
は
浜
辺
に
置
い
て
ハ
エ
が

止
ま
っ
た
ら
大
丈
夫
と
言
っ
て
い
た
。
昔
か
ら

の
言
い
伝
え
か
も
知
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
当
地
が
平
和
な
頃
は
私
主
計
兵
に

対
し
、「
主
計
兵
が
兵
隊
な
ら
ば
軍
艦
マ
ス
ト

に
花
が
咲
く
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で
、
平
時
、

戦
時
を
問
わ
ず
総
て
の
食
糧
品
、
需
品
、
衣
服
、

庶
務
会
計
と
多
く
に
関
与
し
た
。
会
社
で
言
う

な
ら
総
務
関
係
で
あ
る
。

最
上
川
丸
で
ウ
オ
ッ
ゼ
に

　

昭
和
17
年
７
月
○
日
、
仮
入
隊
の
第
二
海
兵

団
か
ら
単
身
バ
ス
で
横
須
賀
駅
に
向
か
っ
た
。

天
気
の
好
い
日
で
三
浦
教
官
と
石
川
三
主
曹
が

門
営
ま
で
見
送
り
し
て
く
れ
た
。
駅
か
ら
歩
い

て
２
、３
分
の
と
こ
ろ
が
逸
見
の
波
止
場
で
あ

り
、
転
勤
証
明
書
を
衛
兵
室
に
提
出
し
て
指
定

さ
れ
た
最
上
川
丸
に
衣
嚢
を
背
負
っ
て
乗
船
。

　

こ
の
船
は
貨
物
船
で
、
七
千
ト
ン
と
の
事
で

徴
用
船
で
あ
っ
た
。
他
に
一
名
の
転
勤
者
（
機

関
兵
）
と
二
名
の
み
で
あ
っ
た
。
早
速
二
人
で

第二次世界大戦
私の戦争過去帳

連載①　未だに多くの戦友が眠る飢餓の孤島
マーシャル群島
■筆者
吉田誠さん
（平成24年7月2日91歳で逝去）

総てが忘れないうちに克明に。
戦友は多く眠る。
戦争は勇ましい反面、
悲惨である。忠実に記す。

ウオッゼ島●大井和子さん（東京都）より本誌
28号に掲載した鈴木千春さんの質
問に答えて、吉田誠さんの手書き手
記が届けられました。その貴重な手
記を連載で発表させて戴きます。
厳しい戦闘の舞台となったウオッゼ
島です。手記中の残酷な場面は本誌
の編集方針から割愛し、全文の前後
を入れ替えて読みやすくしました。

川西式九七式飛行艇（筆者画）
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船
長
室
に
行
き
、
挨
拶
を
済
ま
せ
て
居
住
区
に

戻
っ
た
。
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
の
ル
オ
ッ
ト
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
島
に
行
く
と
の
事
で
あ
っ
た
。
機
関

兵
の
彼
は
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
の
タ
ラ
ワ（
玉
砕
）

に
行
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

海
軍
軍
人
は
二
名
の
み
で
船
倉
に
は
多
く
の

工
員
が
乗
船
し
、
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
、
航
空
燃
料

ド
ラ
ム
缶
が
多
く
積
ま
れ
、
徴
用
工
員
は
船
倉

で
ゴ
ザ
を
敷
い
て
１
０
０
名
以
上
い
た
よ
う
で

あ
る
。
後
甲
板
に
新
品
の
零
戦
２
機
が
積
ま
れ

て
い
た
。
ル
オ
ッ
ト
行
き
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

出
航
し
た
の
が
多
分
正
午
頃
で
好
天
気
だ
っ

た
。
や
が
て
横
須
賀
軍
港
を
後
に
左
に
千
葉
の

鋸
山
も
見
ら
れ
、
一
路
外
海
に
こ
の
船
は
単
船

航
行
と
な
っ
た
。
東
京
湾
を
出
て
か
ら
一
路
南

へ
と
進
路
。
船
長
か
ら
海
軍
さ
ん
二
人
で
交
代

に
見
張
り
す
る
よ
う
に
指
示
を
受
け
た
。

　

一
昨
日
出
航
し
た
貨
物
船
は
、
雷
撃
に
よ
り

沈
没
し
た
と
言
わ
れ
た
。
翌
朝
海
の
色
が
変
わ

っ
て
来
た
。
美
し
い
青
海
原
と
な
っ
て
来
た
こ

の
時
、ト
ビ
ウ
オ
が
多
く
波
間
を
飛
ん
で
い
た
。

１
０
０
ｍ
位
飛
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
小
笠

原
付
近
ら
し
く
右
側
に
ウ
ラ
ナ
ス
カ
岩
礁
が
み

ら
れ
た
。
船
員
は
こ
れ
が
コ
ー
ス
だ
と
言
っ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
船

内
は
暑
く
、
甲
板
で
涼
む
よ
う
に
な
っ
た
。
船

倉
の
徴
用
工
員
達
も
甲
板
に
出
て
来
た
。

　

約
10
日
間
程
度
の
航
海
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
何
事
も
な
く
無
事
に
遠
く
に
平
ら
な
島
が

迫
っ
て
来
た
。
や
が
て
飛
行
機
が
一
機
旋
回
、

本
船
の
上
空
に
見
え
た
。
急
に
波
も
静
か
に
な

り
、
水
道
を
通
過
し
て
内
海
に
入
っ
た
。
平
ら

な
島
は
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
で
あ
っ
た
。
ク
ェ
ゼ

リ
ン
本
島
に
は
止
ま
ら
ず
、
環
礁
内
に
あ
る
ル

オ
ッ
ト
島
で
錨
を
降
ろ
し
た
。

　

ル
オ
ッ
ト
に
は
海
軍
航
空
基
地
が
あ
り
、

我
々
二
名
の
み
下
船
し
た
。
上
陸
早
々
宿
舎
に

案
内
さ
れ
、
旅
装
を
解
い
た
。
見
る
も
の
総
て

が
珍
し
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
椰
子
が
多
く

林
立
し
空
が
実
に
澄
ん
で
美
し
か
っ
た
。
最
上

川
丸
は
後
日
ト
ラ
ッ
ク
島
に
向
け
て
出
港
し
、

航
行
中
雷
撃
を
受
け
て
沈
没
す
る
。
多
く
の
乗

員
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

各
自
ル
オ
ッ
ト
を
出
発
す

　

約
10
日
間
の
航
海
も
ル
オ
ッ
ト
上
陸
の
翌
日

一
緒
で
あ
っ
た
機
関
兵
は
転
勤
し
て
し
ま
っ

た
。
当
時
輸
送
機
と
し
て
使
用
し
て
い
た
川
西

式
九
七
式
大
型
飛
行
艇
（
最
高
速
度
３
８
０
㎞

／
h
）
で
南
の
空
に
消
え
去
っ
た
。
転
勤
先
は

タ
ラ
ワ
で
あ
っ
た
。
然
し
昭
和
19
年
春
に
は
玉

砕
し
て
い
る
。
彼
も
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
事
だ

ろ
う
。

　

私
は
裸
に
な
り
横
に
な
っ
た
。
そ
の
時
体
が

急
に
冷
た
く
感
じ
た
ら
カ
メ
レ
オ
ン
で
あ
っ

た
。
天
井
に
へ
ば
り
つ
い
て
か
ら
急
降
下
し
て

来
た
ら
し
い
。
目
が
丸
く
て
大
き
く
、
口
も
大

き
い
が
、
何
の
害
も
加
え
る
事
な
く
可
愛
い
動

物
で
、
約
10
㎝
程
度
で
あ
っ
た
。
現
在
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
た
ら
人
気
者
に
な
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

　

当
日
当
番
兵
が
来
て
明
朝
ウ
オ
ッ
ゼ
行
便
あ

り
、
乗
船
す
る
よ
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
ル
オ
ッ

ト
で
は
椰
子
の
水
を
大
分
飲
ん
だ
が
、
ラ
ム
ネ

の
味
に
近
く
懐
か
し
か
っ
た
。
明
朝
出
発
な
の

で
夕
食
を
と
っ
て
か
ら
一
人
用
の
蚊
帳
に
納
ま

っ
て
ゆ
っ
く
り
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
南
洋
は

暑
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
意
外
に
そ
れ
程
暑
く

な
か
っ
た
。

ル
オ
ッ
ト
か
ら
ウ
オ
ッ
ゼ
に

　

彼
は
タ
ラ
ワ
に
、
私
も
早
朝
ル
オ
ッ
ト
か
ら

ダ
グ
ボ
ー
ト
に
非
ず
小
さ
な
漁
船
に
乗
っ
て
ウ
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オ
ッ
ゼ
島
に
向
か
っ
た
。
ウ
オ
ッ
ゼ
に
行
く
者

は
私
の
み
で
あ
っ
た
が
、
実
に
立
派
な
豪
華
船

で
あ
っ
た
。
多
分
５
、６
ト
ン
も
あ
ろ
う
か
。

小
さ
な
ポ
ン
ポ
ン
船
で
、
東
京
築
地
○
○
丸
と

記
名
し
て
あ
っ
た
。
乗
員
は
日
本
人
船
長
と
ほ

か
の
５
、６
名
は
総
て
カ
ナ
カ
族
で
あ
っ
た
。

前
甲
板
に
２
個
の
箱
の
中
に
ニ
ワ
ト
リ
が
、
後

甲
板
に
は
豚
が
２
頭
と
実
に
楽
し
い
ポ
ン
ポ
ン

船
で
あ
っ
た
。

　

ウ
オ
ッ
ゼ
着
の
夕
刻
ま
で
外
海
で
大
き
く
揺

れ
た
。
原
住
民
が
２
ｍ
は
あ
る
大
き
な
サ
ワ
ラ

を
釣
り
上
げ
た
よ
う
で
、
彼
ら
は
棍
棒
で
頭
を

叩
き
、
調
理
す
る
前
に
肝
を
取
り
、
海
中
に
投

げ
た
後
、
各
々
が
座
し
て
口
々
に
何
か
唱
え
て

手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
多
分
宗
教
的
な
も
の
だ

と
思
っ
た
時
に
甲
板
の
ニ
ワ
ト
リ
が
時
の
声
を

張
り
上
げ
た
。

　

夕
暮
れ
近
く
ウ
オ
ッ
ゼ
島
の
ト
ー
ト
ン
水
道

を
通
過
し
、
30
分
後
に
警
備
隊
桟
橋
に
接
岸
し

た
。
電
報
か
何
か
で
知
っ
た
の
か
、
私
の
転
勤

に
一
名
の
陸
戦
隊
員
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

約
10
分
程
度
歩
い
た
と
こ
ろ
で
「
第
六
十
四
隊

本
部
」
と
書
か
れ
た
大
き
な
看
板
と
共
に
２
名

の
立
哨
兵
に
転
勤
報
告
を
し
、
や
が
て
本
部
主

計
長
室
に
案
内
さ
れ
た
。

第
六
十
四
警
備
隊

　

本
部
で
主
計
長
に
転
勤
命
令
書
を
提
出
す
。

海
軍
主
計
大
尉
、
北
島
秀
治
郎
及
び
分
隊
士
青

木
正
（
海
軍
主
計
兵
曹
長
）
主
計
科
主
任
、
岡

本
武
夫
（
海
軍
一
等
主
計
兵
曹
）
等
に
到
着
報

告
を
し
て
か
ら
第
三
種
軍
装
（
一
般
作
業
服
）

に
着
用
す
る
。
炊
事
関
係
、
糧
食
庫
、
冷
蔵
庫
、

被
服
室
、
需
品
庫
及
び
主
計
科
庶
務
室
で
あ
っ

た
。
当
日
夕
暮
れ
近
く
、
青
い
空
だ
の
に
一
本

の
白
い
糸
が
目
に
映
っ
た
。
あ
れ
は
昼
の
流
れ

星
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
嘘
だ
と
思
っ
た
が
、

Sky Blue

の
言
葉
通
り
、
澄
ん
だ
空
だ
か
ら

出
来
る
現
象
と
思
っ
た
。

　

そ
の
後
は
連
日
戦
斗
配
食
と
か
そ
の
他
が
主

で
あ
っ
た
。
武
装
は
九
九
式
小
銃
（
７
・
７
㎜
）

と
十
四
年
式
拳
銃
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
ウ
オ

ッ
ゼ
は
平
和
そ
の
も
の
の
時
期
で
あ
っ
た
。
朝

方
３
時
頃
に
は
輝
い
て
い
た
南
十
字
星
は
、
太

陽
の
昇
る
以
前
に
水
平
線
に
消
え
た
。

　

毎
日
が
平
和
郷
で
あ
っ
た
ウ
オ
ッ
ゼ
に
突
如

昭
和
17
年
10
月
小
機
動
部
隊

第六十四隊本部（筆者画）
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と
し
て
午
前
中
に
小
部
隊
に
よ
る
空
襲
が
あ
っ

た
。
電
波
探
知
機
（
本
島
北
部
、
南
部
）
２
か

所
か
ら
敵
機
ら
し
き
映
像
有
で
、
サ
イ
レ
ン
が

全
島
に
亘
り
鳴
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
敵
機
約
20

機
程
度
が
一
機
ご
と
に
滑
走
路
（
１
、４
５
０

ｍ
）
に
対
し
、
２
５
０
㎏
爆
弾
及
び
機
銃
掃
射

を
行
っ
て
来
た
。
攻
撃
時
間
は
意
外
と
短
く
、

大
き
な
爆
弾
の
穴
を
あ
け
て
去
っ
て
行
っ
た
。

米
軍
機
は
主
に
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
と
４
Ｆ
戦
闘
機
、

Ｔ
Ｂ
Ｆ
艦
上
爆
撃
機
。
人
的
被
害
は
な
く
、
航

空
機
不
在
で
な
し
。
そ
の
後
施
設
部
隊
○
○
技

術
大
尉
指
揮
下
の
ア
リ
ラ
ン
隊
（
朝
鮮
半
島
か

ら
徴
用
）
約
３
０
０
名
に
よ
り
以
後
修
復
さ
れ

た
。
当
時
都
度
電
信
室
に
は
第
四
特
拠
部
隊
か

ら
滑
走
路
修
理
さ
れ
度
し
（
机
上
作
戦
）
そ
の

も
の
。
当
時
か
ら
あ
る
上
級
将
校
は
行
動
を
せ

ず
。
ま
っ
た
く
現
在
と
同
じ
。

援
軍
来
島

　

小
機
動
部
隊
が
去
り
、
再
び
平
和
な
島
が
戻

っ
た
頃
、
多
く
の
輸
送
船
が
来
島
し
た
。
殆
ど

の
部
隊
は
補
充
兵
部
隊
で
、
約
２
０
０
名
の
陸

軍
部
隊
で
、
満
州
か
ら
の
塚
部
隊
及
び
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
転
進
し
て
来
た
約
１
０
０
名
の
高
橋

部
隊
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
隊
は
総
て
現
役
の
強

力
部
隊
で
あ
っ
た
。
海
軍
で
は
各
鎮
守
府
か
ら

補
充
兵
部
隊
が
来
島
し
た
島
の
中
央
部
か
ら
南

地
区
椰
子
林
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た
。
上
空
か

ら
は
実
に
良
き
目
標
と
な
る
の
に
当
時
の
高
官

は
一
体
解
ら
な
か
っ
た
の
か
。
皆
し
て
話
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

夜
に
な
る
と
点
呼
（
陸
軍
）、
整
列
（
海
軍
）

と
い
ず
れ
も
気
合
を
入
れ
る
の
で
あ
り
、
陸
軍

は
戦
地
で
も
ビ
ン
タ
、
海
軍
で
は
精
神
バ
ッ
ト

あ
る
。
海
軍
の
補
充
兵
は
子
供
、
奥
さ
ん
の
居

ら
れ
る
方
々
が
多
く
、
皮
肉
に
も
当
地
で
は
こ

の
方
々
の
殆
ど
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
い
る
。

整
列
が
終
わ
る
と
私
の
と
こ
ろ
に
多
く
の
新
兵

さ
ん
が
来
て
頂
き
、
故
郷
の
話
、
妻
、
子
供
の

話
と
花
が
咲
い
た
。
中
に
は
抱
き
し
め
て
い
た

奥
さ
ん
や
子
供
の
写
真
も
見
せ
て
い
た
。
そ
の

頃
か
ら
食
糧
に
関
す
る
問
題
が
出
て
来
た
。

　

昭
和
18
年
も
終
り
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
探
知

機
に
よ
る
空
襲
警
報
あ
り
。
上
空
に
は
２
機
の

大
型
機
が
高
高
度
で
ク
ロ
ス
す
る
飛
行
で
飛
び

去
っ
て
行
っ
た
。�

つ
づ
く

Ｂ
24
に
よ
る
本
格
的
編
隊
爆
撃

米軍小部隊空襲（筆者画）　１機も落とせなかった
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「
戦
争
は
常
に
得
る
事
な
く
、
人
間
は
所
詮

動
物
に
す
ぎ
な
い
。
常
に
動
物
の
勢
力
争
い
そ

の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
手
記
は
は
じ

ま
り
ま
す
。
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た
海
軍
一
等
主

計
兵
曹
の
「
吉
田
誠
」
氏
の
残
し
た
手
記
を
拝

読
し
ま
し
た
。
整
然
と
し
た
手
書
き
文
字
、
プ

ロ
顔
負
け
の
見
事
な
ス
ケ
ッ
チ
、
島
内
の
地
図

な
ど
、
丁
寧
に
「
記
憶
」
を
残
そ
う
と
し
た
筆

者
の
真
摯
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
計
兵
と
し
て
ウ
オ
ッ
ゼ
島
に
着
任
し
た
筆

者
は
、
食
糧
、
需
品
、
庶
務
会
計
と
、
会
社
で

い
え
ば
「
総
務
関
係
」。
だ
か
ら
こ
そ
見
え
て

く
る
島
の
飢
餓
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
戦
闘
配
食
」
の
変
化
、当
時
の
主
食
、

米
１
日
７
２
０
ｇ
だ
っ
た
の
が
、
２
８
０
ｇ
に

減
量
さ
れ
、
最
後
に
は
「
お
ち
ょ
こ
１
杯
」
に

な
っ
た
こ
と
。
島
内
に
は
、
木
に
寄
り
か
か
っ

た
ま
ま
の
餓
死
者
、
食
糧
窃
盗
の
罪
で
木
に
縛

ら
れ
た
ま
ま
の
遺
体
、
銃
を
持
っ
て
伏
せ
た
ま

ま
の
遺
体
、
滑
走
路
の
下
の
白
骨
化
し
た
遺
体

な
ど
、
遺
族
に
と
っ
て
は
読
む
の
が
辛
い
描
写

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
10
月
ま
で
「
平
和
郷
」
だ
っ
た
ウ

オ
ッ
ゼ
は
、
突
如
と
し
て
激
し
い
空
襲
を
受
け

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
陸
海
軍
と
も
に
増
兵
さ

れ
、
士
気
旺
盛
、
夜
に
な
る
と
「
気
合
い
入
れ
」

が
は
じ
ま
り
、陸
軍
は
「
点
呼
」
と
称
し
て
「
ビ

ン
タ
」、
海
軍
は
「
整
列
」
と
称
し
て
「
精
神

バ
ッ
ト
」
で
殴
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

マ
キ
ン
・
タ
ラ
ワ
が
玉
砕
し
、
敵
は
マ
ー
シ

ャ
ル
群
島
に
連
日
連
夜
、
雨
の
よ
う
に
爆
撃
を

加
え
ま
す
。
島
の
各
砲
台
は
果
敢
に
応
戦
す
る

も
、警
備
隊
の
戦
死
傷
者
は
増
加
の
一
途
。「
世

界
最
高
の
訓
練
を
受
け
た
陸
戦
隊
も
こ
の
物
量

攻
撃
に
は
ど
う
に
も
な
ら
ん
」
と
吉
見
司
令
の

言
葉
。
敵
の
爆
撃
は
正
確
で
滑
走
路
、
兵
舎
、

食
糧
庫
す
べ
て
直
撃
さ
れ
、
司
令
の
乗
用
車
が

吹
っ
飛
び
、
影
も
形
も
な
く
な
っ
た
等
の
記
述

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
昨
年
、
慰
霊
に
行
っ
た

ル
オ
ッ
ト
島
の
司
令
部
跡
や
ト
ー
チ
カ
な
ど
戦

跡
の
惨
状
を
目
に
し
ま
し
た
が
、「
人
間
が
蒸

発
す
る
ほ
ど
の
爆
撃
」
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ

っ
た
か
と
身
震
い
し
ま
し
た
。

　
「
昭
和
18
年
11
月
９
日
以
降
、
食
糧
す
べ
て

爆
撃
で
な
く
な
り
、
ゼ
ロ
と
な
る
」
し
か
し
ト

ラ
ッ
ク
島
の
第
４
根
拠
地
隊
か
ら
は
「
滑
走
路

を
至
急
修
理
せ
よ
」の
電
文
が
届
く
の
み
。「
食

な
く
し
て
戦
え
る
か
！
」
と
筆
者
の
苦
悩
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
米
軍
上
陸
の
第
一
目
標
は
ウ
オ
ッ
ゼ

島
で
し
た
が
、強
固
な
戦
車
防
壁
が
あ
る
た
め
、

ク
エ
ゼ
リ
ン
に
変
更
し
、
19
年
２
月
、
ク
エ
ゼ

リ
ン
と
ル
オ
ッ
ト
が
玉
砕
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

残
っ
た
ウ
オ
ッ
ゼ
島
の
兵
は
終
戦
ま
で
、
島
に

あ
る
雑
草
、
ネ
ズ
ミ
も
食
べ
尽
く
し
、
デ
ン
グ

熱
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
に
苦
し
み
、
逃
亡
、
投
降
、

餓
死
者
続
出
の
“
地
獄
”
で
彷
徨
い
ま
し
た
。

　

そ
の
“
地
獄
”
を
経
験
し
た
筆
者
は
、
手
記

の
最
後
に
「
若
い
勇
士
が
國
に
命
を
捧
げ
た
、

少
し
は
現
代
人
も
考
え
ろ
」「
現
代
の
社
会
は

“
甘
え
”
と
“
堕
落
”
だ
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

「
飽
食
の
時
代
」
に
生
き
る
私
は
、
こ
の
手
記

を
胸
に
刻
み
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
筆
者
が
ご
存
命
中
に
是
非
お
会
い
し
た
か

っ
た
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
爆
撃
」
と
「
飢
餓
」
の
島
で
亡
く
な
っ
た

戦
没
者
の
無
念
さ
を
思
う
と
、
冒
頭
の
「
戦
争

は
常
に
得
る
事
な
く
・
・
・
」
の
言
葉
が
胸
に

刺
さ
る
手
記
で
し
た
。

「
飢
餓
の
孤
島
、マ
ー
シ
ャ
ル

群
島
ウ
オ
ッ
ゼ
島
」を
読
ん
で

鈴
木
千
春
（
東
京
都
）
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訃
報

●
平
成
25
年
６
月

山
村
要
さ
ん
（
篤
志
会
員
）

　

山
村
さ
ん
と
私
の
直
接
的
出
会
い
は
、
平
成

11
年
６
月
で
し
た
。
確
か
歯
の
治
療
と
墓
参
で

来
日
中
に
、
故
晝
間
副
会
長
と
共
に
九
段
会
館

で
面
会
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
お
名
前
や
お

顔
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
話
を
す
る
ほ
ど

の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

在
日
予
定
中
、
東
海
道
線
、
二
の
宮
駅
近
く

に
従
弟
が
い
て
墓
参
の
帰
り
に
そ
こ
に
行
く
と

い
う
こ
と
で
私
達
も
お
邪
魔
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
山
村
さ
ん
は
温
厚
で
親
切
な
方
で
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
配
り
を
し
て
迎
え
て
戴
き

ま
し
た
。
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
山
村
さ
ん
は
非
常
に
無
口
の
方
で
し

た
。
そ
の
か
わ
り
従
弟
の
方
が
通
訳
よ
ろ
し
く

い
ろ
い
ろ
と
代
弁
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
地
の
言
葉
も
日
本
語
も
堪
能
で
、
当
会
に

と
っ
て
も
頼
り
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年

の
突
然
の
訃
報
を
受
け
て
大
変
残
念
で
す
。

　

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。�

黒
川
誠

　

昨
年
６
月
26
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国

日
本
大
使
館
に
お
孫
さ
ん
の
ア
ネ
ッ
ト
Ｎ
．
ノ

ー
ト
公
使
を
訪
問
し
、
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

ま
し
た
（
写
真
12
ペ
ー
ジ
）。
山
村
さ
ん
に
は

10
名
の
お
子
さ
ん
と
、
56
名
の
お
孫
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
平
成
26
年
の
慰
霊
祭

に
公
使
を
ご
招
待
し
た
い
と
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
快
く
ご
承
諾
戴
き
ま
し
た
。

■
当
会
の
役
員
会
会
議
室
と
し
て
長
年
借
用
し

て
い
ま
し
た
「
平
塚
橋
会
館
」
が
閉
鎖
改
装
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
幸
い
近
所
に
新
設
な
っ
た

「
ス
ク
エ
ア
荏
原
」
３
階
第
５
小
会
議
室
を
借

用
出
来
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◇
東
京
都
品
川
区
荏
原
４
町
目
５
番
28
号

◇
☎
０
３
・
５
７
８
８
・
５
３
２
１

平成26年度〜27年度行事予定表
年 月 日 曜 開始時間 場 所 行 事

26 1
2 水

靖国神社 平成 27 年度慰霊祭の申し込み

靖国会館 平成 27 年度総会・ 直会・会場の申し込み

19 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 29 号の発送他

26

3 16 日 12 時 スクエア荏原 平成 26 年度慰霊祭の準備会議他

4
5 土 靖国神社 平成 26 年度慰霊祭・総会・直会

22 火 靖国神社 春季例大祭当日祭

26 5
18 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 30 号の編集会議

千鳥ケ淵墓苑拝礼式（期日未定）

26 6 15 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 30 号の校正他

26 7
15 日 午後 2 時 靖国神社 永代神楽祭命日祭（マーシャル方面遺族会）

20 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 30 号の発送他

26 8 15 金
日本武道館 全国戦没者追悼式

文京ホール 東京都戦没者追悼式

26 9 14 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 31 号の編集会議

26 10

19 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 31 号の校正

18 土 靖国神社 秋季例大祭

沖縄戦没者追悼式（東京都遺族連合会）

26 11 本会主催現地慰霊巡拝実施予定

27 1
2 金

靖国神社 平成 28 年度慰霊祭の申し込み

靖国神社 平成 28 年度総会・直会・会場の申し込み

18 日 12 時 スクエア荏原 本部だより 31 号の発送

27 3 15 日 12 時 スクエア荏原 平成 27 年度慰霊祭の準備会議

27 4 5 日 靖国神社 平成 27 年度慰霊祭・総会・直会
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●追悼文関連　山村さんとマジュロの一行（昭和 54 年 8 月 27 日ＮＨＫ本社を見学時）

●追悼文関連　山村要さんと黒川会長。壁の写真はカサイ・ノート大統領　注：撮影場所年月日不明

入選作掲示版の前での星野綾子さん（靖国神社境内） アネットＮ・ノート公使（山村要さんのお孫さん）


